
防犯(地域見守り)問題 現状把握ができていない問題 登美ヶ丘フェスタの活用問題 イベントを高齢者用に　問題 連携(コミュニケーション)がない問題
教育制度(校区、小中一貫、こども

園)問題
高齢化による「ゴミ問題」 高齢化による「移動が大変」問題 高齢化による「空き家」問題
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・個人情報の規制

・交番をつくる

・空き家情報の開示

・街灯を増やす

・パトカーのパトロールや音声を出す

・情報提供(住民基礎情報)

・要支援者、高齢者

・制度をつくる（隣組のような）

・ふれあい月間をつくる（市から）

・引き継ぎができていない

・情報提供（住民情報、要支援者、

高齢者）

・登美ヶ丘ブランド

・他の地区の成功例を情報として提供

する

・協力してもらえる大学を探す

・大学の部活がヒント（盆踊り、落語

研究会とか）

・他の地区が成功例を提供 ・学校を卒業したあとのサポート

・地域の活動がしやすい環境をつくる

・校区問題への対応

・個人情報など小中の連携共有

・魅力あるこども園をつくって(みんな私

立へいってしまう)

・通園のサポート(私立・まある)

・まごころ収集サービスを

・個別回収希望

・街路樹や公園

・グリーンサポート制度をひろげて欲しい

・ゴミステーションエリアが大きい

・高齢者への対応

・枝の収集もして欲しい

・分別が細かすぎる

・バスの便

・コミバスの要望

・宅配利用はするが自分の目で買い物したい

・タクシー優待

・電動自転車補助

・郵便局を設置して欲しい

・宅配を無料

・市役所から郵便局設置をはたらきかけて欲し

い

・学研登美ケ丘駅の向かうバスがない

・新しい路線は難しい

・停留所増やしてほしい

・マイクロバスで買い物不便の解消

・バス停が危ない

・信号の設置

・所有者への通知

・実態調査から情報提供
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・災害時の行政、地域の役割をハッキリする

・防災訓練を実施していく

・防犯カメラの設置（主要な場所は行政。地

域は地域で）

・警察(奈良西)防犯情報サービスに自治会

単位。犬の散歩する人に登録してもらう。

・腕章をつくってウロウロする。

・郵便局の連携

・空き地＆空き家マップを作る

・空き地＆空き家マップをもとに持ち主への働

きかけ

・情報の一元化(年度更新)

・更新をする

・仕組みを作る

・地域で参加できるイベント

・地域と行政で観客を集めてみる

・高齢者向け

・若い人が中心

・教育協議会が卒業したあともサポー

ト

・地域が学校を支える

・学校から地域へ相談→不登校など

・PTAの活動内容の改善(今は大変

なだけ)

・連合会に入らなくてもできること

・こども園がH30年度なるとき、地域の

声をきいてほしい

　(新しくつくる時、しっかり地域の意見

を反映させて)

・ゴミの収集・分別をもっとゆるやかに

・ゴミかご購入している

・買い物タクシー

・コミバスの協働運行

・ハイエース、小型バス、デマンドバス

・道路の危険をなくす

・ゴミ屋敷の整理
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・高齢者の見守り隊(誰に対しても声かけ)

・PTAで見守り隊について決めて自治会

・見守り隊をつくる

・拡大・充実

・犬の散歩

・見守り隊

・犬の散歩を通して地域の情報を得ることがで

きる(見守りにつながる)

・こどもへの声かけ・あいさつ

・空き地の草刈りを自分たちでする

・街全体がしっかり地域で管理されていると思

わせる

・情報収集(問題意識の継続性)

（地道にコツコツと）

・１年交代のため

・地域の意識を向上させる(防犯・防

災から)

・近所で把握できる単位でお互いの情

報を共有する。(単位は自治会で把

握)

・引き継ぎ(1年交代)

・民生委員と自治会連合の連携

・情報収集

　（リスト化、班で把握、問題意識を

もつこと)

・隣組のようなもの

（個人で把握できる単位でお互いの

情報を共有する。自治会）

・自分から交流する

・サークルの発表会をしたい

・スタッフが集まりにくい

・町内対応（スポーツ大会）

・お客様でなく自分たちで何かできるこ

とをしたい

・マスコミでPR

・誰でもできることにする ・ひつじ登美ケ丘フェスタ(地域の人た

ちが集まる)

・合唱団(不登校のこどもも参加)

・テーマを決める

　（結果いろんな人が参加）

・学校とはちがった視点で活動できる

・校区の分散をしっかりと行政にうった

えていく(選択制の導入を)

・自治会と協力してゴミ出し

・親子で一緒に住む

・シートかぶせなど大変

・個別のカバーが多く大変

・若者が住むまちに

・宅配を安く

・こどもが帰ってくる雇用が必要

地域コミュニティワークショップ　意見一覧（東登美ヶ丘地区、第２回）

(短期ビジョン)祭り・地域の催事を、多世代や多様な地域住民が 

集える場にすることと、交流のキッカケにする。 

(短期ビジョン)日常の困りごとをキッカケに地域のコミュニケーションのキッカケづくりをてがける 

（中期ビジョン）校区、こども園、小中連携のことなど教育の

大きな課題は、地域と学校の連携を熟成させ、地域の課題

として、地域の声としても伝える状況づくりを目指す。 
（長期ビジョン）後期高齢者が安心して暮らせる東登美ケ丘を実現することが理想的な状況。 

行政も地域も一丸となって、支援できる在り方が必要。 

そのため、短期・中期の取組みで、地域がつながり、自主的な取組みが推進していくことで、 

こういった大きな課題にも取り組めて行くと考える。 
(短中期ビジョン)イベントをキッカケに学校現場や

そのネットワークを地域につなげていく 


